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　[はじめに] 滋賀県湖南市を流れる野洲川の河床では、後期鮮新世（約270万年前）の化石林が露出してい

る。その樹木材化石の産状を見ると、内部は生きた木本来の組織構造や材の色を保存しているのに対し、表面

部分は黒くくすんだ色に変色していて組織構造が喪失しているという状態のものが複数あった。この黒色化現

象については特に詳細な検討がされておらず、その要因は不明である。本研究では、この樹幹化石について有

機地球化学分析によって、分類群および樹幹化石の化石化過程・タフォノミーを検討した。 

 

　[試料と方法] 野洲川化石林に露出した樹幹化石から剥ぎ取ったものを試料として用いた。表面の黒化が進ん

だ部分、内部の生木のような褐色部分及びそれらの中間的な暗褐色部分の3か所を試料からピックアップし

た。脂質をジクロロメタン/メタノールで抽出した後に、シリカゲルカラムによって無極性〜極性成分（脂肪族

炭化水素画分、芳香族炭化水素画分、極性画分）に分画した。すべての画分をGC-MSを用いて（遊離態）バイ

オマーカー分析を行った。また、抽出残渣はキューリーポイントパイロライザーを搭載したGC-MSにより熱分

解および熱化学分解分析を行った。熱化学分解にはTMAHを用いた。 

 

　[結果と考察] 熱化学分解GC-MS分析の結果、バニリルフェノールが特に卓越して検出されたことから本試料

は裸子植物であることが判明した。また遊離態バイオマーカー分析の結果、裸子植物が普遍的に持つフィロク

ラダンが卓越して検出されたこと、ヒノキ科に特徴づけられるクパラン型セスキテルペノイドが検出されたこ

と、メタセコイアなどに見られるスギオールが検出されなかったことなどから、本試料はヒノキ亜科であるこ

とが推定された。 

 

　内側の褐色部分は、生きた樹木が持ちうる成分が主要に検出され、生木のような非常に良い状態のままで保

存されてきたことが示唆されている。表面部分の黒色化現象については、木材の燃焼などで熱を受けることに

よって多数生成される多環芳香族炭化水素（PAH）がほとんど検出されなかったことから、炭化作用による影

響はほとんど受けていないものと考えられる。表面部分において、熱化学分解で得られた生成物が内側の褐色

部分と比較して全体的に減少していたこと、さらに易分解性であるアルデヒドの比率が下がっていたことか

ら、表面部分は何らかの分解を受けていることが推定された。 

 

　表面部分の遊離態成分として、芳香族化及びA環減成を受けたテルペノイドが検出された。これらは微生物

分解作用によって生成されることが報告されており、表面部分の構造の変化には微生物分解の影響が大きいこ

とが示唆された。表面部分でペリレンのような菌類由来の成分が検出されたこともそれを支持する結果であ

る。また、熱化学分解で得られた生成物のうち、より複雑な構造であるメトキシフェノールの比率が表面部分

で減少していることから、ゲル化（Gelification）が起こっていることが推定される。一方で、表面部分にはト

リテルペノイドやアルキル脂質のような被子植物由来の遊離態成分が比較的目立って検出された。このことか

ら、堆積物中で他の植物体に由来する遊離態成分が有意に存在し、それらが表面部分に吸着することが考えら
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れる。これらの結果から、本試料は初期続成過程において微生物作用による分解とゲル化に代表される高分子

化、および他の植物由来の遊離態成分の吸着が行われていると推定される。
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